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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トイレ装置を遠隔操作するためのリモコン装置であって、
　前記リモコン装置の外郭を形成するケースと、
　前記ケースに収納され押圧されることで発電可能な発電装置と、
　前記ケースの表面に設けられ前記トイレ装置の機能を作動させるための複数のボタンと
、
　前記複数のボタンの何れか一つが押圧されると前記発電装置を押圧するように移動する
リンク機構と、を有し、
　前記複数のボタンは、前記リンク機構を押動する押動部をそれぞれ有し、
　前記リンク機構は、前記複数のボタンそれぞれの前記押動部と係合する受け部を有し、
　前記ケースに対して前記複数のボタンが弾性部材によって支持され、前記複数のボタン
の何れか一つが押圧され、押圧されたボタンの前記押動部は押圧されたボタンの前記押動
部に係合する前記受け部を押圧し、前記リンク機構が移動するとき、押圧されていないボ
タンの前記押動部と押圧されていないボタンの前記押動部に係合する前記受け部との距離
が変動し、押圧されていないボタンは前記リンク機構の動きに影響を受けないことを特徴
とするリモコン装置。
【請求項２】
　前記押動部は突起形状であり、
　前記受け部は、前記押動部と係合する凹部を有し、
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　前記複数のボタンの何れか一つが押圧されると、押圧されたボタンの前記押動部が押圧
されたボタンの前記押動部と係合する前記凹部に接触して、前記凹部を押すとき、押圧さ
れていないボタンの前記押動部は押圧されていないボタンの前記押動部と係合する前記凹
部に接触しないことを特徴とする請求項１記載のリモコン装置。
【請求項３】
　前記押動部は前記受け部に向けて延びる第一突起部を有し、
　前記受け部は前記第一突起部に対向するように延びる第二突起部を有し、
　前記第一突起部と前記第二突起部の対向する面に、第一傾斜面、第二傾斜面が対向する
ように形成され、
　前記複数のボタンの何れか一つが押圧されると、押圧されたボタンの前記押動部におけ
る前記第一突起部が対向する前記第二突起部に接触して、押圧されたボタンの前記押動部
と係合する前記受け部が移動することを特徴とする請求項１記載のリモコン装置。
【請求項４】
　前記発電装置は、前記リンク機構に押圧されることで自己発電可能な入力部と、前記リ
ンク機構の位置を物理的に規制するストッパ部と、を備えることを特徴とする請求項１か
ら請求項３までのいずれか１項に記載のリモコン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トイレ装置を遠隔操作するための複数のボタンを備えたリモコン装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　便座に着座している使用者の局部を洗浄するため、局部に向けて吐水する便座装置が広
く普及している。使用者は、用便後にノズルから吐水させたり、洗浄後にその吐水を停止
させたりといった便座装置の動作を、当該便座装置が設けられた空間に設置されるリモコ
ン装置のボタン等を押すことで選択する。また、使用者が押し易い位置にボタンを配置す
るため、それらのボタンを配したリモコン装置をトイレブースの壁面などに設置し、無線
で便座装置を遠隔操作することも一般的に行われている。
【０００３】
　便座装置の動作の選択をリモコン装置によって行う場合、その選択内容に応じた信号を
生成し、便座装置に送信するための電力は、リモコン装置に内蔵される電池や、有線によ
り商用電源から供給されるのが一般的である。しかしながら、電池や有線によって電力供
給する場合には、電池交換作業や配線工事が必要になるという煩わしさがある。
【０００４】
　このような電池交換作業や配線工事を不要とする便座装置用のリモコン装置として、下
記特許文献１に記載されたものが提案されている。下記特許文献１に記載されたリモコン
装置では、使用者がリモコン装置のボタンを押動作すると、その押動作によって電力を発
生させ、当該電力によって信号の生成及び送信を行う。詳細には、使用者の押動作に基づ
いて、リモコン装置内部に設けられるボタン体や係止片部等の機構が駆動し、圧電セラミ
ックス体に衝撃が与えられ、それによって発生した電力を信号の生成等に使用する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－９２８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１に記載のリモコン装置は、パネル部に複数のボタンを有しており、どの
ボタンを押してもボタン体や係止片部等の機構が駆動できるように、パネル部全体がリモ



(3) JP 6402891 B2 2018.10.10

10

20

30

40

50

コン装置の背面側へ押圧される構造になっている。その押圧力により自己発電が行われる
のだが、所定のボタンを押し自己発電を行うためには、パネル部全体を動かす必要がある
。パネル部全体を動かす必要があるので、ボタンを押すための力が大きくなり使用者にと
って使い勝手が悪いといった問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の態様の１つは、トイレ装置を遠隔操作するためのリモコン装置であって、前記
リモコン装置の外郭を形成するケースと、前記ケースに収納され押圧されることで発電可
能な発電装置と、前記ケースの表面に設けられ前記トイレ装置の機能を作動させるための
複数のボタンと、前記複数のボタンの何れか一つが押圧されると前記発電装置を押圧する
ように移動するリンク機構と、を有し、前記複数のボタンは、前記リンク機構を押動する
押動部をそれぞれ有し、前記リンク機構は、前記複数のボタンそれぞれの前記押動部と係
合する受け部を有し、前記ケースに対して前記複数のボタンが弾性部材によって支持され
、前記複数のボタンの何れか一つが押圧され、押圧されたボタンの前記押動部は押圧され
たボタンの前記押動部に係合する前記受け部を押圧し、前記リンク機構が移動するとき、
押圧されていないボタンの前記押動部と押圧されていないボタンの前記押動部に係合する
前記受け部との距離が変動し、押圧されていないボタンは前記リンク機構の動きに影響を
受けないことを特徴とするリモコン装置である。
【０００８】
　このように構成された発明においては、複数のボタンがリンク機構の動きに対して影響
を受けずに弾性部材によって支持されることで、複数のボタンの何れか一つを押してリン
ク機構を動かしても、それに連動してそれ以外のボタンが動くことがないので、ボタンを
押す際に余計な押圧力が発生せず、使用者にとって使い勝手の良いリモコン装置となる。
【００１１】
　本発明の選択的な態様においては、前記押動部は突起形状であり、前記受け部は、前記
押動部と係合する凹部を有し、前記複数のボタンの何れか一つが押圧されると、押圧され
たボタンの前記押動部が押圧されたボタンの前記押動部と係合する前記凹部に接触して、
前記凹部を押すとき、押圧されていないボタンの前記押動部は押圧されていないボタンの
前記押動部と係合する前記凹部に接触しないことを特徴とするリモコン装置である。
【００１２】
　このように構成された発明においては、使用者がボタンを押すことで押動部が押下され
、押動部が凹部に接触し、凹部を押すことで所定の方向にリンク機構が移動するので、簡
単な構造でリンク機構を動かすことができる。
【００１３】
　本発明の選択的な態様においては、前記押動部は前記受け部に向けて延びる第一突起部
を有し、前記受け部は前記第一突起部に対向するように延びる第二突起部を有し、前記第
一突起部と前記第二突起部の対向する面に、第一傾斜面、第二傾斜面が対向するように形
成され、前記複数のボタンの何れか一つが押圧されると、押圧されたボタンの前記押動部
における前記第一突起部が対向する前記第二突起部に接触して、押圧されたボタンの前記
押動部と係合する前記受け部が移動することを特徴とするリモコン装置である。
【００１４】
　このように構成された発明においては、使用者がボタンを押すことで押動部が押され、
第一突起部が第二突起部に接触し、斜面に沿って第二突起部が移動するので、所定の方向
にリンク機構も移動し、簡単な構造でリンク機構を動かすことができる。
【００１５】
　本発明の選択的な態様においては、前記発電装置は、前記リンク機構に押圧されること
で自己発電可能な入力部と、前記リンク機構の位置を物理的に規制するストッパ部と、を
備えることを特徴とするリモコン装置である。
【００１６】
　このように構成された発明においては、発電装置にストッパ部が設けられていることで
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、リンク機構の動きが他の所で止まることがなく、ストッパ部にて動きを止めるので確実
に発電装置を発電させることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のリモコン装置によれば、使い勝手のよい電池交換作業や配線工事を不要とする
リモコン装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係るリモコン装置と便座装置を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係るリモコン装置を示す正面図である。
【図３】本発明の実施形態に係るリモコン装置の内部構造を示す斜視図である。
【図４】本発明の実施形態に係るリモコン装置を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施形態に係るリモコン装置の一部分解斜視図である。
【図６】本発明の実施形態に係るリモコン装置の非回転部材の斜視図である。
【図７】本発明の実施形態に係るリモコン装置のスイッチの動きを示す正面図である。
【図８】本発明の変形例に係るリモコン装置のスイッチ下面視における模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明する。理解を容易にす
るため、各図面において同一の構成要素に対しては可能な限り同一の符号を付し、重複す
る説明は省略する。
【００２０】
　まず、図１を参照して本発明の実施形態に係るリモコン装置の使用状態を説明する。図
１は、本発明の実施形態に係るリモコン装置と便座装置を示す斜視図である。本明細書で
は使用者がリモコン装置ＲＣのボタンＳＢ、ＭＢを押すパネルを正面側、反対側を背面側
とする。なお、本発明におけるトイレ装置とは、例えば大便器ＣＢの上面に設置される便
座装置ＷＡ、大便器ＣＢの洗浄水を給水する給水装置、トイレルーム内に設置される空調
装置等である。
【００２１】
　便座装置ＷＡは、大便器ＣＢのリムＣＢａに載置され、本体部ＷＡａと、便座ＷＡｂと
、カバーＷＡｃを備えている。本体部ＷＡａは、電装部品や給水機構等を内蔵しており、
大便器ＣＢのボウル部ＣＢｂに対し進退可能なノズルＮ２を有している。円柱形状のノズ
ルＮ２は、その上面にノズル孔Ｎ２ａが形成されおり、ボウル部ＣＢｂ内に進出した状態
で給水機構から水の供給を受けることで、ノズル孔Ｎ２ａから使用者の局部に向けて噴流
ＪＷとして吐水する。使用者が用便時に着座する便座ＷＡｂは、本体部ＷＡａに対し回動
自在に枢支されている。便座ＷＡｂの不使用時は、同じく本体部ＷＡａに対し回動自在に
枢支されるカバーＷＡｃによって上方から覆われる。
【００２２】
　機器である便座装置ＷＡを遠隔操作するための複数のボタンＳＢ、ＭＢを備えたリモコ
ン装置ＲＣは、大便器ＣＢ及び便座装置ＷＡが設置されるトイレブースの壁面などに固定
される。このリモコン装置ＲＣは、そのパネルＲＣＰを便座装置ＷＡ側に向けて設けられ
、使用者はそのパネルＲＣＰにおいて便座装置ＷＡに行わせる動作を選択し、便座装置Ｗ
Ａを遠隔操作する。具体的には、リモコン装置ＲＣは、使用者がパネルＲＣＰで選択した
内容に基づいた高周波信号を生成し、便座装置ＷＡに向けて無線で送信する。便座装置Ｗ
Ａは、本体部ＷＡａに内蔵する受信部においてこの高周波信号を受信し、その信号の内容
に基づいて、ノズルＮ２からの吐水や止水、吐水の水勢の調整、ノズルＮ２の位置の変更
等を行う。
【００２３】
　次に、図２を参照して本発明の実施形態に係るリモコン装置のパネルについて説明する
。図２は、本発明の実施形態に係るリモコン装置を示す正面図である。
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【００２４】
　図２に示すように、リモコン装置ＲＣのパネルＲＣＰは、後述する第２ケース６０と、
上方に配列されるメインボタン群ＭＢと、メインボタン群ＭＢの下方に配列されるサブボ
タン群ＳＢから構成される。
【００２５】
　メインボタン群ＭＢは、停止ボタンＭＢ１と、吐水ボタンＷＢと、乾燥ボタンＭＢ４か
らなる。さらに、吐水ボタンＷＢは、おしり洗浄ボタンＭＢ２と、ビデ洗浄ボタンＭＢ３
からなる。これら４つのボタンは、いずれも正面視で略正方形を呈しており、リモコン装
置ＲＣの幅方向に略一直線上に配列されている。吐水ボタンＷＢは、ノズルＮ２からの吐
水動作を行わせる際に押すボタンであり、おしり洗浄ボタンＭＢ２が押された場合には使
用者の肛門に向けて吐水させ、ビデ洗浄ボタンＭＢ３が押された場合には女性の局部に向
けて吐水させる。また、乾燥ボタンＭＢ４は、局部洗浄後に、本体部ＷＡａに内蔵されて
いるファンから局部に向けて温風を吹き出す乾燥動作を行わせる際に押すボタンである。
停止ボタンＭＢ１は、上記吐水動作及び乾燥動作を停止させる際に押すボタンである。
【００２６】
　サブボタン群ＳＢは、マイナスボタンＳＢ１と、プラスボタンＳＢ２と、前ボタンＳＢ
３と、後ボタンＳＢ４からなる。これら４つのボタンは、いずれも正面視でメインボタン
群ＭＢの各ボタンより小さい長方形を呈しており、リモコン装置ＲＣの幅方向に略一直線
上に配列されている。マイナスボタンＳＢ１とプラスボタンＳＢ２は、ノズルＮ２からの
吐水の水勢を使用者が好みに応じて変更する際に押すボタンである。また、前ボタンＳＢ
３と後ボタンＳＢ４は、ノズルＮ２の位置を、使用者が自己の局部の位置に応じて変更す
る際に押すボタンである。上述したようにボタンの構成は、上段にメインボタン群ＭＢ、
下段にサブボタン群ＳＢの二段構成となっている。
【００２７】
　図２において破線で示すように、メインボタン群ＭＢとサブボタン群ＳＢの背面側には
、第一リンク機構であるリモコン装置ＲＣの幅方向に延びる第１スライド部材１０、第二
リンク機構である第２スライド部材２０、第１スライド部材１０の動きを第２スライド部
材２０に、第２スライド部材２０の動きを第１スライド部材１０にそれぞれ伝えるギア１
５が内蔵されている。ギア１５は、第１スライド部材１０又は第２スライド部材２０のど
ちらか一方の部材を動かすことで、他方の部材も連動して動くための伝達手段である。ま
た、第１スライド部材１０の下方であって、第２スライド部材の側方には、押圧されるこ
とで自己発電可能な発電装置である発電ユニットＧＵが内蔵されている。なお、発電ユニ
ットＧＵ、第１スライド部材１０、第２スライド部材２０は、後述する第１ケース５０と
第２ケース６０の内部に収納されている。
【００２８】
　図３に示すように、ギア１５は、歯車であり第１スライド部材１０と第２スライド部材
２０との間に配置されている。第１スライド部材１０は、ギア１５の歯と嵌め合うための
第１ラック１１が形成されている。また、第２スライド部材２０は、ギア１５の歯と嵌め
合うための第２ラック２１が形成されている。
【００２９】
　第１スライド部材１０は、メインボタン群ＭＢのいずれかのボタンが押されることによ
って、矢印Ａ１の方向にスライドするよう構成されている。したがって、例えば使用者の
手指Ｈによって停止ボタンＭＢ１が力Ｆ１で押され、第１スライド部材１０が矢印Ａ１の
方向にスライドすると、ギア１５が時計周りに回転（矢印Ａ２の方向）し、力Ｆ２を第２
スライド部材２０に伝達する。この力Ｆ２を受けた第２スライド部材２０は、矢印Ａ１と
平行な逆方向である矢印Ａ３の方向にスライドする。
【００３０】
　一方、サブボタン群ＳＢのいずれかのボタンが押された場合は、第２スライド部材２０
が矢印Ａ２の方向にスライドするよう構成されている。この際、第２スライド部材２０は
、ギア１５を時計周りに回転させるので、第１スライド部材１０は、矢印Ａ１の方向にス
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ライドする。そのため、メインボタン群ＭＢ、サブボタン群ＳＢに関係なく、どのボタン
ＳＢ、ＭＢを押圧しても、第１スライド部材１０も第２スライド部材２０がスライドする
ので、ボタンＳＢ、ＭＢの押圧力はほぼ等しくなる。そのため、どのボタンＳＢ、ＭＢで
も押圧力が同じ使い勝手の良いリモコン装置となる。
【００３１】
　このように、メインボタン群ＭＢと、サブボタン群ＳＢのいずれかのボタンＳＢ、ＭＢ
が押されることによって、第２スライド部材２０が矢印Ａ２の方向にスライドする。する
と、第２スライド部材２０の端部２２によって、発電ユニットＧＵの入力部ＧＵ２が力Ｆ
３で押し込まれる。発電ユニットＧＵの発電に必要な電装部品は、略矩形のケースによっ
て収納されている。入力部ＧＵ２は、発電ユニットＧＵのケースの一辺の端部に軸支され
、ケースの外側に配置されており、押圧されることで、発電ユニットＧＵのケースの内部
に押し込まれる。発電ユニットＧＵはこの入力部ＧＵ２から入力される機械的エネルギー
により、電力を発生させる。
【００３２】
　次に、図４を参照して本発明の実施形態に係るリモコン装置の機械的構成及び電気的構
成について説明する。図４は、本発明の実施形態に係るリモコン装置を示すブロック図で
ある。
【００３３】
　上述のとおり、使用者によってメインボタン群ＭＢまたはサブボタン群ＳＢのいずれか
のボタンＳＢ、ＭＢが押された場合に、その力は第１スライド部材１０を介してギア１５
に伝達され、ギア１５を介して第２スライド部材２０に伝達されるよう構成されている。
第２スライド部材２０は、伝達されたその力によってスライドし、さらに発電ユニットＧ
Ｕに力を伝達する。
【００３４】
　発電ユニットＧＵは、バネ機構ＧＳと発電機構ＧＧとを有する。発電機構ＧＧは、第２
スライド部材２０から入力される機械的エネルギーを電気的エネルギーに変換することで
電力を発生させている。バネ機構ＧＳは、入力部ＧＵ２が第２スライド部材２０によって
発電ユニットＧＵの内部に押し込まれた際に、入力部ＧＵ２を元の位置に戻すためのもの
である。具体的には、使用者がボタンＳＢ、ＭＢを押すと入力部ＧＵ２が押し込まれ、そ
の際、入力部ＧＵ２に設けられたバネ機構ＧＳのバネが収縮する。その後、使用者がボタ
ンＳＢ、ＭＢの押圧を止めると、バネが開放され入力部ＧＵ２が元の位置に戻り、入力部
ＧＵ２を介して、第２スライド部材２０が元の位置に戻り、それに伴い、ギア１５が回転
することで、第１スライド部材も元の位置に戻る。
【００３５】
　発電ユニットＧＵが発生させた電力は、コンデンサ３０へと供給される。コンデンサ３
０は、供給された電力を充電する。
【００３６】
　コンデンサ３０の出力端子には、制御ユニット４０が接続される。制御ユニット４０は
、マイコン４２と、高周波生成回路４４と、送信機４６を備えている。マイコン４２は、
コンデンサ３０からの電力供給を受けて起動し、高周波生成回路４４や送信機４６を制御
する。ただし、コンデンサ３０に接続されている充電量検知回路３２が、コンデンサ３０
に充電されている電力が基準の量以上となっていることを検知するまでは、マイコン４２
は起動しないよう構成されている。具体的には、充電量検知回路３２はコンデンサ３０の
電圧に基づいて、充電されている電力を検知する。
【００３７】
　メインボタン群ＭＢとサブボタン群ＳＢの各ボタンＳＢ、ＭＢには、それぞれに対応す
る検知スイッチＭＳ１～ＭＳ４、ＳＳ１～ＳＳ４が接続されている。これらの検知スイッ
チは、対応する各ボタンＳＢ、ＭＢが使用者によって押されたことを検知するためのスイ
ッチである。
【００３８】
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　メインボタン群ＭＢとサブボタン群ＳＢのいずれかのボタンＳＢ、ＭＢが押された結果
、コンデンサ３０に充電された電力が基準の量以上となった場合、コンデンサ３０からの
電力供給を受けてマイコン４２が起動し、検知スイッチから情報（いずれのボタンＳＢ、
ＭＢが押されたのか）を取得する。そしてマイコン４２は、取得したその情報に対応する
高周波信号を高周波生成回路４４で生成させ、その後、送信機４６から便座装置ＷＡに向
けて送信させる。
【００３９】
　次に、図５～図７を参照してリモコン装置ＲＣの内部構造と、各ボタンＳＢ、ＭＢにお
ける押動作について説明する。
【００４０】
　リモコン装置ＲＣは、正面が空いている箱状の第１ケース５０に第２ケース６０を被せ
て外郭が形成されている。更に、第２ケース６０にリモコン装置ＲＣの背面方向に押動可
能なボタンＳＢ、ＭＢが取り付けられている。
【００４１】
　第１ケース５０の内部には、第１ケース５０の背面側と正面側とを分ける仕切り板７０
が設けられている。言い換えると、第１ケース５０の背面側の板材を覆うように仕切り板
７０が、その板材から所定距離を空けて設けられている。仕切り板７０と第２ケース６０
との間に、回転部材８０、非回転部材９０、バネ１００が配置される。
【００４２】
　仕切り板７０には、リモコン装置ＲＣの正面側に向かって立設され、第１スライド部材
１０及び第２スライド部材２０を支える立壁７１が配置されている。立壁７１によって、
第１スライド部材１０及び第２スライド部材２０の鉛直方向の動きが規制され、水平方向
にスライド移動できるようにしている。
　また、仕切り板７０には、後述する非回転部材９０が嵌合される嵌合部７３が設けられ
ている。嵌合部材７３は、仕切り板７０から突設された四角柱形状の部材である。
　また、仕切り板７０には、後述する回転部材８０の位置決めのために、円形の溝部７５
が形成されている。複数の回転部材８０は、複数のボタンＳＢ、ＭＢの背面側にそれぞれ
位置している。
【００４３】
　回転部材８０は、円筒形状をしており、外周面には第１スライド部材１０又は第２スラ
イド部材２０にそれぞれ設けられる受け部である凹部２３を押動するための突起状の押動
部８１が形成されている。回転部材８０の内周面には、内周面から突設した回転部材８０
の回転方向に傾斜面を有する傾斜部８３が４つ設けられている。傾斜部８３は、内周面に
等間隔に配置されている。また、図６に示すように、回転部材８０の背面側の面には、溝
部７５に嵌合するようにガイド部８５が設けられている。
【００４４】
　使用者が押圧したボタンＳＢ、ＭＢの直線運動を回転部材８０に伝えるために非回転部
材９０は、回転部材８０の正面側に距離を置いて配置されている。非回転部材９０は、仕
切り板７０に対して取り付けられた弾性部材であるバネ１００によって支持されている。
非回転部材９０は、円形形状をしており、外周面の途中から、外形よりも一回り大きくな
っており、一回り大きい外周面から突起部９１が、等間隔に４つ形成されている。また、
図６に示すように、非回転部材９０の背面側には、嵌合部７３に嵌め合うための四角孔９
３が設けられ、その四角孔９３の中心からバネ１００に挿入されるバネ軸９５が形成され
ている。仕切り板７０に突設された嵌合部７３に四角孔９３を挿入することで、ボタンＳ
Ｂ、ＭＢが押圧される方向を軸とした回転方向の動きが規制されている。また傾斜部８１
と対向する突起部９１の面には、非回転部材９０が回転部材８０にスムーズに押し込まれ
るように、傾斜面である傾斜ガイド部９７が形成されている。
【００４５】
　次に、リモコン装置ＲＣの組み立て方法について説明する。まず、第１ケース５０に電
子部品を載せた基板（図示なし）を取り付ける。次に、第１ケース５０を覆うように仕切
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り板７０を取り付ける。仕切り板７０を取り付けたら、第１スライド部材１０と第２スラ
イド部材２０を仕切り板７０の立壁７１の隙間にそれぞれ挿入する。その後ギア１５を、
スライド部材の間に取り付ける。次に、複数のボタンＳＢ、ＭＢが配置されるそれぞれに
対して、回転部材８０のガイド部８５を仕切り板７５の溝部７５に挿入する。そして、予
めバネ軸９５にバネ１００を挿入されている非回転部材９０を、回転部材８０に押し込む
。次に、仕切り板７０を覆う第２ケース６０を第１ケース５０に取り付ける。第２ケース
６０には、非回転部材９０の正面側の外形より大きく、正面側の外形より一回り大きい外
形である背面側の突起部９１の外形より小さい孔６１が設けられ、非回転部材９０のバネ
１００による飛び出しを防いでいる。最後に、第２ケース６０に形成されている軸９３に
、ボタンＳＢ、ＭＢを回動自在に取り付ける。このようにボタンＳＢ、ＭＢを回動自在に
取り付けることで、ボタンＳＢ、ＭＢを押圧し、非回転部材９０を背面側に押し込むこと
ができるようになっている。
【００４６】
　以上のような構成としたことで、第１ケース５０に対して複数のボタンＳＢ、ＭＢがバ
ネ１００によって支持されることで、複数のボタンＳＢ、ＭＢの何れか一つを押してリン
ク機構を動かしても、それに連動して押されたボタンＳＢ、ＭＢ以外のボタンが動くこと
がないので、ボタンＳＢ、ＭＢを際に余計な押圧力が発生せず、使用者にとって使い勝手
の良いリモコン装置となる。また、使用者によってボタンＳＢ、ＭＢが押圧されることで
、押動部８１が押下され、押動部８１が凹部２３に接触し、凹部２３を押すことで所定の
方向にリンク機構が移動するので、簡単な構造でリンク機構を動かすことができる。この
とき、凹部２３に接触している押動部８１以外の押動部８１は対応する凹部２３と接触し
ない。
【００４７】
　次に、図７を用いて使用者が何れかのボタンＳＢ、ＭＢを押圧したときの、発電方法に
ついて説明する。複数のボタンＳＢ、ＭＢが押されていない状態は、図７（ａ）のように
、回転部材８０の傾斜部８３にほぼ重なる位置に非回転部材９０が配置されている。例え
ば使用者が、ノズルＮ２の位置を後ろへ下げたい時、使用者に後ボタンＳＢ４が押され、
後ボタンＳＢ４は第２ケース６０に設けられた軸９３を中心に回動し、非回転部材９０を
リモコン装置ＲＣの背面側へ動かす。そのままボタンＳＢ４を押し込み、非回転部材９０
が背面側へ押し込まれると非回転部材９０は回転部材８０の背面側の底面に当接する。非
回転部材９０が背面側へ押し出されることで、非回転部材９０の突起部９１が、回転部材
８０の傾斜部８３と接触し、傾斜部８３が押され、回転部材８０を正面視で半時計周りに
回転させる。つまり、回転部材８０は、ボタンＳＢ、ＭＢが押圧されると押圧方向と垂直
な面において回転運動を行う。この時、図７（ｂ）のように、非回転部材９０の突起部９
１と回転部材８０の傾斜部８３の位置関係は、回転部材８０が回転することで、ほとんど
重ならない位置となる。非回転部材９０はリモコン装置ＲＣの背面側に移動し、回転部材
８０が回転することで、押動部８１が回転し、押動部８１と係合している凹部２３を介し
て第２スライド部材が水平方向に移動し、第２スライド部材２０の端部２２によって発電
ユニットＧＵの入力部ＧＵ２が押し込まれる。つまり、リモコン装置ＲＣは第２スライド
部材の直線運動によって発電ユニットＧＵが押圧されることで電力を発生させる。
【００４８】
　第２スライド部材２０は、発電ユニットＧＵ側に最も押し込まれたときに発電ユニット
ＧＵのケースの外郭に当接するように配置されている。つまり、発電ユニットＧＵのケー
スの外郭がストッパ部となり、入力部ＧＵ２は、第２スライド部材２０が発電ユニットＧ
Ｕのケースの外郭に当接するまで、発電ユニットＧＵの内部に押し込まれる。換言すると
、ストッパ部は第２スライド部材２０のスライド位置を物理的に規制している。
【００４９】
　リモコン装置ＲＣを説明してきた構成としたことで、発電ユニットＧＵにストッパ部が
設けられているので、第一スライド部材１０又は第２スライド部材２０の動きが他の所で
止まることがなく、発電ユニットＧＵのストッパ部にて動きを止めるので確実に発電ユニ
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ットＧＵを発電させることができる。
【００５０】
　次に本発明の別の実施形態について説明する。別の実施形態は、回転部材８０と非回転
部材９０の代わりに、ボタンＳＢ、ＭＢの背面に突起を設け、その突起を直接、第一スラ
イド部材１０又は第２スライド部材２０に接触させ所定の方向にスライドさせるものであ
る。
【００５１】
　具体的には、図８に示すように、停止ボタンＭＢ１は、その背面の中央部に、第１スラ
イド部材１０側に向けて延びる第一突起部である中央突起ＭＢ１ａを有している。一方、
第１スライド部材１０には、中央突起ＭＢ１ａに対向するよう延びる第二突起部である突
起１３１を有しており、それぞれの対向する面には、傾斜面ＭＢ１ｂ、傾斜面１５１が形
成されている。また、停止ボタンＭＢ１は、その背面の側部に、第１スライド部材１０側
に向けて延びる側部突起ＭＢ１ｃを有している。この側部突起ＭＢ１ｃの背面側の端部に
も、傾斜面ＭＢ１ｄが形成されている。さらに、この傾斜面ＭＢ１ｄから距離Ｌ１だけ背
面側に離間した位置に、検知スイッチＭＳ１が配置されている。停止ボタンＭＢ１は、第
２ケース６０に取り付けられるバネ１００によって支持されている。
【００５２】
　使用者の手指Ｈによって停止ボタンＭＢ１に力Ｆ１が加えられると、停止ボタンＭＢ１
は矢印Ａ５の方向に押し込まれる。そして、停止ボタンＭＢ１の傾斜面ＭＢ１ｂが第１ス
ライド部材１０の傾斜面１５１と当接するまで押し込まれると、その後第１スライド部材
１０は、傾斜面ＭＢ１ｄで受ける力によって矢印Ａ１の方向にスライドを開始する。
【００５３】
　この停止ボタンＭＢ１が矢印Ａ５の方向にＬ１だけ押し込まれると、その側部突起ＭＢ
１ｃの傾斜面ＭＢ１ｄによって検知スイッチＭＳ１が押され、停止ボタンＭＢ１を押され
たことが検知可能となる。
【００５４】
　その後使用者は、停止ボタンＭＢ１が第２ケース６０に当接するまで押し込むことがで
きる（図８（ｂ））。つまり、検知スイッチＭＳ１は、停止ボタンＭＢ１が最も押し込ま
れた位置に到達する前に、停止ボタンＭＢ１が押されたことを検知可能に構成されている
。使用者の手指Ｈによって停止ボタンＭＢ１に加えていた力Ｆ１を除くと、バネ１００が
縮小していたバネ１００が開放され、停止ボタンＭＢ１は元の位置に戻る（図８（ａ））
。
【００５５】
　このような構成とすることで、中央突起ＭＢ１ａが突起１３１に接触し、斜面に沿って
第１スライド部材１０が移動するので、所定の方向に第１スライド部材１０も移動し、簡
単な構造で第１スライド部材１０を動かすことができる。
【００５６】
　以上、具体例を参照しつつ本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明はこ
れらの具体例に限定されるものではない。すなわち、これら具体例に、当業者が適宜設計
変更を加えたものも、本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。例え
ば、前述した各具体例が備える各要素およびその配置、材料、条件、形状、サイズなどは
、例示したものに限定されるわけではなく適宜変更することができる。また、前述した各
実施の形態が備える各要素は、技術的に可能な限りにおいて組み合わせることができ、こ
れらを組み合わせたものも本発明の特徴を含む限り本発明の範囲に包含される。
【符号の説明】
【００５７】
　ＷＡ：便座装置
　ＲＣ：リモコン装置
　ＲＣＰ：パネル
　１０：第１スライド部材
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　１１：第１ラック
　１５：ギア
　２０：第２スライド部材
　２１：第２ラック
　２２：端部
　２３：凹部
　３０：コンデンサ
　３２：充電量検知回路
　４０：充電量検知回路
　４２：マイコン
　４４：高周波生成回路
　４６：送信機
　５０：第１ケース
　６０：第２ケース
　６１：孔
　６３：軸
　７０：仕切り板
　７１：立壁
　７３：嵌合部
　７５：溝部
　８０：回転部材
　８１：押動部
　８３：傾斜部
　８５：ガイド部
　９０：非回転部材
　９１：突起部
　９３：四角孔
　９５：バネ軸
　９７：傾斜ガイド部
　１００：バネ
　ＧＧ：発電機構
　ＧＳ：バネ機構
　ＧＵ：発電ユニット
　ＧＵ２：入力部
　ＭＢ：メインボタン群
　ＭＢ１：停止ボタン
　ＭＢ２：洗浄ボタン
　ＭＢ３：ビデ洗浄ボタン
　ＭＢ４：乾燥ボタン
　ＷＢ：吐水ボタン
　ＭＳ１～ＭＳ４：検知スイッチ
　Ｎ２：ノズル
　ＳＢ：サブボタン群
　ＳＢ１：強ボタン
　ＳＢ２：弱ボタン
　ＳＢ３：前ボタン
　ＳＢ４：後ボタン
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